


はじめに

21世紀を迎えた教育は大きな転換期にあり、国においても、さまざまな教育

改革が進められています。中央教育審議会は、平成18年７月の答申「今後の教

員養成・免許制度の在り方について」の中で 「教員には、不断に最新の専門、

、『 』的知識や指導技術等を身に付けていくことが重要となっており 学びの精神

がこれまで以上に強く求められている」として、研修の重要性を強調していま

す。また、同年12月に公布・施行された改正教育基本法においても、教員の使

命と職責の重要性を踏まえ、研究と修養に励むこと、養成と研修の充実が図ら

れるべきことが規定されています。

京都府では、新京都府総合計画の実現を着実なものとするための中期ビジョ

ンとして、平成17年３月に「 人・間中心』の京都づくり ５つのビジョン」を『
にん げん

とりまとめ、「意欲と情熱を持った先生」を育てることを重点目標の柱として

きました。

また、府教育委員会では 「 京の子ども、夢・未来』プラン21 － 京都府の、『

教育改革－」に基づき、府民の信頼を高める学校づくりのために「がんばる先

生・支援プラン」という形で「教員の意欲を高め、指導力の向上を図る研修」

の充実を提示し、教育改革に取り組んでいるところです。

このような中で、教員の大量退職・大量採用時代を迎え、質及び量の両面か

ら、優れた教員を養成・確保することが極めて重要な課題となっています。そ

のため、養成から、採用、研修に至るまで、総合的で一貫性のある人材育成シ

ステムを構築し、一層効果的な取組を実施していく必要があります。

教員を育てるためには、まず 「求められる教員像」が明確でなければなり、

ません。その上で、人材育成の基本的な考え方を定め、具体的な 人材育成方「

策 を講じていく必要があることから、平成18年７月に、学識経験者、経済界」

「『 』 」 、や保護者の代表などからなる 教師力 向上に関する検討委員会 を設置し

。 、 、人材育成の在り方を総合的に検討してきました 同年11月 同検討委員会から

「 」 「 」 「 」求められる京都府の教員像 と 具体的な人材育成方策 についての 提言

を受け、その後、今日的な教育課題への対応など多岐にわたって協議された内

容も含め、平成19年３月には「最終まとめ」としてとりまとめられたところで

す。

この冊子は、その「最終まとめ」や平成18年６月に実施した「人材育成に関

するアンケート」の結果も踏まえ、人材育成に係る様々な取組を関連付けなが

、 。ら 新しい人材育成システムの構築を進めるための方向性を整理したものです

この冊子が、21世紀の京都府の公教育を担う教員育成の在り方について、皆

さん方の理解を深めていただくための一助となることを願ってやみません。
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教員のライフステージに応じて求められる資質能力
研修ライフ

求 め ら れ る も のステージ の観点

・ 教育公務員としての自覚と使命感を持ち、教育活動に必要

な基礎的・基本的な知識、技能及び職務遂行能力を身に付け

るとともに、児童生徒を中心とした対人関係能力の向上を図

る。

・ 自らの職能成長について自覚し、積極的に授業実践を積み

重ね、教科指導や学級経営を始めとする専門的知識、技能を

身に付けるとともに、保護者、学校に関係する地域住民等と

の対人関係能力の向上を図る。

・ 国及び本府の施策を踏まえ、ミドルリーダーとしての自覚

と使命感を高めるとともに、実践的指導力と校務分掌組織の

運営力量、学校組織内外との対人関係能力の向上を図る。

・ 校務分掌組織のリー ・ 授業、学級経営、生徒

ダーとして、自らの役 指導等の分野において専

割を自覚するとともに 門的な知識や技能を身に

学校運営に関する専門 付けるとともに、自らの

的な知識や実践力を身 見識を学校組織全体に波

に付け、組織の活性化 及させる能力の向上を図

に向けた対人関係能力 る。

の向上を図る。

・ 学校内外における役 ・ 学校内外における役割

割と責任を自覚し、学 と責任を自覚し、授業を

校の特色や抱える課題 中心とした教育実践等に

等を正しく分析し、リ おけるリーダーシップを

ーダーシップを発揮し 発揮するとともに、特色

て特色ある学校づくり ある学校づくりに取り組

を推進する。 む。

・ 学校経営・管理を円 ・ 教職員の資質能力の伸

滑に行うために、管理 長への支援をするととも

職としての識見を高め に、教育活動全般にわた、

経営力量と人材育成能 って実践的指導力を発揮

力の向上を図る。 し、学校組織の活性化を

図る。
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